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�
◆昨年はデフレ恐慌の中、大規模な経
営破綻、そして全世界を震撼させたア
メリカ同時多発テロ等、暗いムードで
一年が終わろうとしていた。◆そんな
折、舞い込んできたのが「愛子」様ご
誕生のニュースである。暗い話ばかり
が続く中、２００２年に向けて明るい
希望が湧いてくるような夢のある話題
であった。◆新春を迎え、「愛子」様
のご誕生により、さぞかし皇室は賑や
かなことだろう。これからの「愛子」
様のご成長を思うと、何だかほのぼの
とした気持ちになってくる。◆我がま
ち三原市でも昨秋、新市長が誕生し、
地域住民は未来の「みはら」に大きく
夢を膨らませている。◆依然、三原市
の抱えている問題は山積みだが、市民
の声に耳を傾け市政に反映させるシス
テムの構築が急務であり、五藤新市長
には大いに期待したいところである。
◆また、このまちに住む私たち一人ひ
とりもそれらの問題を自分の問題とし
て捉え、積極的に市政に参加してゆか
なければならない。◆この度の「愛子」
様のご誕生が、今日の社会や経済を覆
う閉そく感をぬぐい去る契機となる如
く、将来への明るい希望が三原市民一
人ひとりに芽生えればと願う。我がま
ち「みはら」のさらなる発展のため、
一層前向きに努力してゆきたい。�

おかげさまで、本年（社）三原青年会議所は40周年を迎えます。�
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一人ひとりの胸に火種を起こせ！�
その火種を移し、大きな火を起こそう！�

 新年のごあいさつ�
　（社）三原青年会議所理事長�

　　　　　伊達　護�
�

あけまして�
　　　おめでとうございます　　　おめでとうございます�
あけまして�
　　　おめでとうございます�

（社）�三原青年会議所�

（社）三原青年会議所は満４０歳までの青年経済人の団体です。�
お陰をもちまして、昨年１２月３１日に９名の卒業生を無事送り出すことがきました。ここで�
卒業生に代わり、市民の皆様に厚く御礼を申し上げます。�
　あとに残った会員一同、卒業生の意思を継ぎ、さらに前進して参る所存でございますので、�
よろしくお願い申し上げます。�

新しい年を迎えましたが、未だに景気は回復する兆しをみせていません。�
この様な時代だからこそ、次代を担う我々の世代が「人間力」を身に付け、積極的に行動し、その力を結集することが大切�
なのではないでしょうか。�
 (社)三原青年会議所は、現在４０名の青年で構成されています。そして、さまざまな社会開発運動や経営セミナーを積極的�
に開催しています。ぜひ私たちの仲間に入って、一緒に「明るい豊かなまち」を目指して活動してみませんか。�
★ 入会資格　�
年齢２５～３５歳（原則として）性別は問いません。三原市内及び近隣町村に在住、�
または勤務されている方。�
★ 入会方法�
詳しくは下記までお気軽にお問い合わせください。�
〒723-0052　三原市皆実4丁目8番1号　三原商工会議所内　（社）三原青年会議所�
　会員拡大推進室（金田）までＴＥＬ（0848）63-3515　ＦＡＸ（0848）62-1141�
�

Join us!

詳しくは、こちらまで・・・�
「住民による合併を考える会」事務局�
〒７２３－００５２�
三原市皆実４丁目８番１号�
(社)三原青年会議所事務局内�
担当：地域主権実践委員会（平野）�
E-mail　info@mihara-jc.com�
TEL（0848）63-3515�
FAX（0848）62-1141�
�
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　新年明けましておめでとうござ
います。２００２年度の年頭にあ
たり、この一年が皆様方にとって
最良の年でありますよう、心から
お祈り申し上げます。また、旧年
中は（社）三原青年会議所に対し
暖かいご理解とご支援を賜わり厚
く御礼申し上げます。�
　（社）三原青年会議所は本年、
皆様のお陰を持ちまして４０周年
を迎えることが出来ました。これ
もひとえに皆様のご厚情の賜と深
く感謝申し上げます。�
�
大きな志を込めた�
夢に向けて�
�
　２１世紀を迎えて今、９０年代
のバブル崩壊後の低迷期を経て、
私たちを取り巻く環境は決して良
いとは言えません。経済的な動き
を見ればデフレスパイラルの時代
であり、「量的拡大・充足から質
的充実へ」「産業優先社会から生
活・環境優先へ」と、２１世紀初
頭の新しい時代に向けた価値観の

転換が求められています。�
また、私たちの周りに目を向けれ
ば、護られるべき立場の子どもや
高齢者の方を巻き込んだ凄惨な事
件が後を絶ちません。人の価値体
系や倫理規範までも崩壊するとい
うような危機的状況を身近に感じ
るまでになりました。一人ひとり
を見ればこうした状況を打開しよ
うと努力しているにもかかわらず、
そのパワーを何処に向けて、何を
すれば良いのか解らずにいる。ま
さに混沌とした時代だと言えるの
ではないでしょうか。�
　このような時代だからこそ私た
ち青年会議所メンバーが、「大き
な志を込めた夢」をかなえるため
に行動してゆき、希望に満ちあ
ふれた一歩を踏み出し、新しい
歴史を創ることが使命であると
考えます。�
�
まちづくりに新風を�
�
　三原市は昨年、五藤新市長を
迎え、まちづくりにこれまでに
ない新風が吹くことを期待して
います。�
ところが、まちづくりの主役で
ある私たち市民が他人任せ、行
政任せの姿勢では何も変わりま
せん。活力あふれる地域の創造
に必要なのは、「市民の声」で
す。その声が活かされた市民主
導型のまちづくりこそ、私たち
が追い求めているものであり、
そこに行政・企業・ＮＰＯなど
の意見を取り入れる事ができれ
ば、少しでも協働のまちづくりへ
と結びつくはずです。今一度、
私たち青年会議所会員一人ひと
りが自らの足でまちに出て行く
ことから始め、そこで生まれた
交流や体験を基に戦略を練り、
広く市民に発信してゆきます。

そうすることで「コラボレーショ
ンシティ２１」で提唱した「愛」と
「夢」そして「絆」この善循環を
ベースにした「協働」のまちにつ
ながると確信します。�
�
「地域が創る学校共育環境」
を目指して�
�
　また、これからの時代を担う子
ども達に目を向けてみると、本年
４月には「ゆとりと充実」を新し
い教育方針とした「学校完全週５
日制」などを盛り込んだ、新学習
指導要領が導入され、教育環境を
構成する私たち大人一人ひとりが、
学校教育を支えているという認識
のもと、「地域が創る学校共育環
境」の創造が必要となってきてい
ると思います。�
　本年度は、地域の大人たちがお
互いの立場を理解し、問題点を共
有し、共に解決してゆくことで地
域教育力向上の担い手（地域の先
生）となり、地域の特性やニーズ
に合った多様な共育（教え方、学び
方）の機会をもって参ります。そ
うした運動を行うことで家庭（
Ｐ）・学校（Ｔ）・地域（Ｃ）がそれぞ
れの立場で相互扶助のパートナー
シップを認識し、学校共育の実現
を目指す「ＰＴＣＡ運動」を推進し
てゆけるものと確信いたします。�
　本年も「明るい豊かなまちづく
り」を基本理念に、（社）三原青年
会議所会員一丸となって若者らし
く英知と勇気と情熱を持って、ま
ちづくりに取り組んで参ります。
皆様のご支援、ご協力をお願い申
し上げますとともに、本紙「やっ
さもっさ」のなお一層のご愛読を
お願い申し上げまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。�
�
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  40周年実行委員長あいさつ�
�
�
�
（社）三原青年会議所�

創立40周年実行委員長�

　大成　政彦�
�
新年明けましておめでとうございます。
平素は（社）三原青年会議所に対し、
皆様方の暖かいご理解とご支援を賜り、
誠に有難うございます。�
（社）三原青年会議所は、1962年に（社）
尾道青年会議所のスポンサーにより、
全国で220番目の青年会議所として誕
生し、本年で40周年を迎えさせてい
ただくこととなりました。この間、チ
ャーターメンバーより連綿と続く創始
の精神を受け継ぎつつ、1973年に「瀬
戸のインターチェンジ三原」構想を、
1985年に「インターフェイスみはら
21Ｃ」構想を、1992年に「ニューグラ
ビティみはら」構想を、そしてまた、
2000年には「コラボレーションシテ
ィ21」構想を掲げ、明るい豊かなまち
「みはら」を目指して微力ながら努力
いたして参りました。�
　ここに創立40周年という節目を迎
えるにあたり、今後、さらに20年後、
30年後の「みはら」の姿を、「みはら」を
愛する青年としての自由な発想で提言
し続ける団体であるべく、努力してゆ
く所存であります。�
　今後とも引き続き、皆様のご理解と
ご支援をいただきますよう、宜しくお
願い申し上げます。�

第27回三原やっさ祭り�

実行委員長�

　鶴田　幸彦�
�
ごあいさつ�
�
新年あけましておめでとうございます。�
新たな年の幕開けと共に夢と希望に満
ち溢れた明るい一年となるように、私
たち誰もが望んでいることと思います。
暗い話題ばかりが先行して、私たちの
生活自体が脅かされる昨今、このよう
な時にこそ想いを一つにして盛り上が
る“祭り”が必要なのだろうと思いま
す。�
「三原やっさ祭り」は、皆様の暖かい
ご支援とご協力により、本年第２７回
を迎えることとなりました。これまで
皆様と一緒になって育ててきた“三原
やっさ祭り”。この場を通して、新た
な出逢いと多くの人との交流が生まれ、
私たちのまち「みはら」がなお一層活
気づくよう、取り組んでゆきたいと思
います。�
微力ではございますが、これまで皆様
と一緒になって先輩諸兄が築きあげら
れた「三原やっさ祭り」の歴史と伝統
そして実績を承継し、皆様の暖かいご
理解とご協力を仰ぎながら精一杯努力
してまいる所存ですので、何卒よろし
くお願い申し上げます。�

「住民による合併を考える会」は、現在30名ほどの住民の方々
にご参加頂き、月に１回程度、会議を開催する中で「合併」
と「合併後のまちづくり」について考えてゆこうという任
意の市民会議です。今後、教育問題・福祉問題・行政問題・
財政問題の４つの分科会に分かれ、話し合いをしてゆく予
定です。また、五藤康之三原市長を招いての討論会や、フ
ォーラムへの参加など、企画も盛りだくさん！皆さん、わ
たしたちと一緒に、未来のまちづくりについて考えて、ワ
クワク・ドキドキ体験してみませんか？当会では、随時参
加者を募集しています。住所・年齢・職業・性別など何も
問いません！多くの皆様からのご参加をお待ちしております！�

�「やっさもっさ」�
メールマガジンを�
発信しています。�
ご希望の方は下記アドレスまで�
http://www.mihara-jc.com
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2002年度 （社）三原青年会議所組織構成図�
実�行�委�員�長�大成　政彦�
副�実�行�委�員�長�赤谷　真一�
事�務�局�長 上田　隆政�
記�念�事�業�部�会�長 大名　　毅�
総�務�式�典�部�会�長�上田　英貴�
記�念�誌�部�会�長�田尾　敏範�
懇�親�部�会�長�鳥越　　浩�
セ�ク�レ�タ�リ�ー� 住田　　誠�

議        　長� 小松　洋文�
副　議　長� 宇佐　伸次�
ス タ ッ フ� 平田　　靖�
      〃� 盛影　誠司�
      〃� 森明　　功�
      〃� 三好　慎一�
      〃� 村上　睦宏�

室　　　長� 金田　和宏�
副　室　長� 松浦　弘路�
      〃� 小松　洋文�
      〃� 佐藤恵美子�
ス タ ッ フ� 重森　義彦�
       〃� 住田　　誠�
       〃� 田尾　敏範�
       〃� 藤本　勇二�
       〃� 安田　佳広�

　　　盛影　誠司�
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大成　政彦�

総        会�

理  事  会�

◎委  員  長�

○副委員長�

　　◎菊川　美仁�
　　○亀田　尚史�
　　　上田　隆政�
　　　鳥越　　浩�

　　渡辺　　敏�

総務式典部会�

　　村上　睦宏�

小松　洋文� 佐藤恵美子�
副 理 事 長� 副 理 事 長� 副 理 事 長� 副 理 事 長�

　　　中島　康隆�

　　◎平野　裕輔�
　　○小林　正典�

監     事�

理  事  長�

赤谷　真一�

直前理事長�

専務理事�

　　　鶴田　幸彦�

　　　赤谷　真一�
　　　兼保　義秀�

地域主権実践委員会� 人づくり支援委員会� 広報委員会�

事務局長�
兼保　義秀�

セクレタリー�事務局員�

宇佐　伸次�

由水　信子� 三好　慎一�

総務渉外アカデミー�
委員会�

金田　和宏�

村上　睦宏�

松浦　弘路�

　　　藤本　勇二�
　　　三好　慎一�
　　　森明　　功�
　　　山本　亀由�

４０周年実行委員会�
懇親部会�

４０周年実行委員会�

　　田尾　敏範�

　　伊藤　英治�

記念事業部会�

　　上田　英貴�

　　　福岡　伸次�
　　平田　　靖�
　　安田　佳広�

　　　重森　義彦�

４０周年実行委員会� ４０周年実行委員会�

会 員 拡 大 推 進 室�

起業家精神創造実践会議�

記念誌部会�

　◎本田光一郎�
　○兼綱　猛晴�
　　上本　政夫�
　　大成　政彦�
　　住田　　誠�

４０ 周 年 実 行 委 員 会�

　　松山　　浩�

特　別　理　事�

鶴田　幸彦�

　◎中村　敬宏�
　○木田　多泰�
　　大名　　毅�

…“やっさもっさ”ではモニターを募�
集しております。紙面に対する皆様�
の率直なご意見、ご感想を是非お聞�
かせ下さい。詳細については以下の�
とおりです。�
◆モニター方法�
　簡単なアンケート�
◆モニター期間�
2002年１月号～11月号（毎月１回）�
◆申込先�
〒723-0052 三原市皆実4丁目8番1号�
（社）三原青年会議所事務局まで�
TEL63－3515　FAX62－1141�
�

モニター�募集�
皆様の声をお聞か�せ下�さい�


